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JCNAの 目的を再確認いた しま しょう

第 50回 JCNA全 国総会のご報告

JCNA会長 薄島和子
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* 第 47回 JCNA全国大会(札幌)よ り

2005年 10月 14口 。15日 、登別グランドホテルにおいて、「癒し～共鳴しあう心のいや し～」というテ

ーマのもとに札幌支部顧問司祭 渡辺義行師のご講演を中心に開催され、非常に有意義な大会でした。札

幌支部の皆さんのご努力のお陰で立派な「大会誌」が出来上がりました。早速、各支部に送付いたしまし

たので、ゆっくりお読みください。

* 本年度第 48回 JCNA全国大会(名古屋)案内について

2006年 10月 27日 ・28日 、名占屋・南山教会マリア館ホール テーマ 「いのちの旅・寄り添 う看護」

すでに案内と参加中込書・宿泊中込書を支部長にお渡ししてあります。9月 1■:]ま でにお申込ください。

* 開催予定の世界大会について

メキシヨで開催を予定されていた2006年 の世界大会は中止になったという連絡が入りました。それ以

外の情報については、何も当局よりの情報は届いてお りません。

* CICIAMSア ジア地区会長が新 しく選 らばれました。

2005年 11月 に実施 された第 9回 CICIAMSア ジア地区大会の前 日、評議会で選挙がおこ

なわれ、香港のレンタス・リーー氏が会長に選ばれました。

中 2005年 度 JCNA決算が承認 され、また 2006年 度予算が決定いたしました。

平成17年度日本カトリック看護協会収支決算書
平成17年 4月 1日 ～平成18年 3月 31日

予 二 決 i 善 具

前年度繰越金 4,324265 4β24,205

協 会 壼 1.200. 1.226 △ 26_OCК

番 付 貧 50(XX 119 △ 69.8

預 菫 利思 5(Ю 775

合    計 5,574,765 5,070.02C △ 96.155

平成18年度日本カトリック看護協会予算書
(平成18年 4月 1日 ～平成19年 3月 31日 )

増 灌

前年度繰越金 4,414,381 4,324,265

協 会 責 1.120_000 1_226Cに K〕 △ 100

付 金

思 500 775 △ 2,

合    計 5,534,881 5,670,320 △ 136.039

* 会費納入期 日について

新年度の予算の作成のために、継続会員の登録および会費納入は、前年度の 3月 末日までに

必ず行 うことが確認 されましたので、ご協力をお願いいたします。

ホ 全国総会と全国大会の同時開催の件が検討されましたが、当面、現行の形が継続されます。

* 会員数 10名 あたり1名 の代表を求める東京・金沢からの提案について論議されましたが、殆どの

支部会員間で話 し合っていないということが確認されました。さらに JCNA規 約 と経費に大き

くかかわる問題ですので決議になりませんでした。
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支部活動の活性化について

各文部の活動報告が総会の中で行われました.それぞれの報告資料に基づいて会長のコメン トが

ありました。お互いの文部活動活性化のヒン トになると思いますのでご参考ください。
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・札幌  「文部活動の計画とポリシィ」で、「本年度は活動内容の具体化と実施 として、JCNAの本来の活

動に戻ろう、とい うことで病者訪間と聖書・祈 りの時間を組み入れ、更に、広報活動として、病

者訪問・修道院訪問 ,聖書勉強会は、会員以外の人々学生などへ積極的な広報活動を行 うことを

目指 している。活動のすがたを通 して、広報しよう|がモットー」ということで動き出しました ,,

・仙台 支部便 りの発行が 8回。他に「マリア祭の開催その準備と実施」と「ミニコンサー ト」

多くの支部で教区の中で救護班 として活動 しておられるようですが、こちらでもやってお られる。

・新潟  「カ ト看 (JCNA)と して絆と使命を深め、福音的生活のエネルギーを得る」とまとめておられる研

修に、意気込みが感 じられますじ

。東京 カ トリック医師会と協力して路上生活者の医療 ,看護活動に参加 しておられます。

t横浜  「ともしび」が支部に一冊づつ配布されました。素晴 らしい出来ばえですから支部長から見せて

いただいてくださいc「交わりの会」は、出向いて会員や信徒のサースと一緒に話し合いをもって

いるそ うです。地域訪間でメンバーと触れ合い、メンバー以外の方とも触れ合 うチャンスを作っ

ておられます。

・名古屋  「全国大会開催に協力 します」というのが最高の協力です。

・全沢  「金沢聖霊病院内でボランティアを募 り、行動 し、ボランティアの方々全員がナースもミサに参

加する機会をつくっている」という働きかけはすぐにも出来るのではないかと思いますc

・京都 聖体奉仕などの活動を継続 して行われ、こういうことにメンバーの方が関わっていてくださるの

はとてもいいことだと思います。

・大阪 顧間司祭による「黙想会」はわかりやす く熱のこもったお話しをしてくださるので、素敵な黙想

会になるでしょう。他支部にも声かけがあれば参加 したいですね。

・高松 心を打たれましたのは「施設に入院 したら、入院中のために教会に来ることができない信者の方

の訪間」ということで、できるようでできないこと、簡単に出来るようでまた難 しいところもあ

って、す―スだからこそできるのではないか、と思いました。

・山口 さすが国際派の顧問司祭をいただかれる所で、「善を持って悪に勝ちなさい一平和の道具となって

―」とい うテーマに沿い、医療ボランティアとして実際に現地にでかけてD活動もある他に、国

内ではハンセン氏病とか胎児標本の問題にもかかわっておられる。更に 18年度の日標が「病む人

の友となろう」というのは素晴 らしい目標だと思いましたc

・福岡 各グループが、病院訪間、看護、介護の相談などきちんとやっておられる。教区の救護班活動で

は「JttA」 の看板をかかげてアピールしています。

。長崎 教区あげての「セブンステップによる、みことばのわかちあい」を集会に活用 し、みことばの中

で生きるようにしておられますc

。大分 報告の最後に「少数であっても地道にそして愛を持って活動 していくことを確認 した」と記され

ている言葉に胸を打たれました。湯布院で長崎・山口両支部と共同の黙想会をされました。

`鹿児島 努力に努力を重ねていることがよくわか り、さらに奄美大島にまで働きかけ頑張っておられる。

芽が出るように祈 りましょう。 2007年 の全国大会開催地ですc



2006 第 1回本部役 会報告 2006年 7月 9日  名古屋・神言会ハウス研修室

* 本紙の冒頭の会長メッセージの通 り、JCMの 目的を再確認 し、その活性化のために会員相互の理解 と協

力関係を深めていくことを確認いたしました。

*会 員相互の理解を深めていく方法として、本部からの情報、支部からの情報をより強化 していくようにし

ます。早速 JttA通信Na3に全国総会の主なこと、本部役員会のおもなことを掲載 してお知らせすることに

いたしました。支部からも、「ニュース」や 「通信」などを発行 した場合、会長に送付していただくように

お願いいたします。

*「金沢支部」は「名古屋支部の一グループ」でしたが、独立を希望され 1977年より「金沢支部」として活動

してこられました。この度「金沢支部」からの申し出:こ より「名古屋支部 。金沢グループ」となることをの

ぞまれ、本部役員会議で認められました。 (承認 2006年 7月 9日 )

*CICIAMSア ジア地区会長 レンタス・ リー氏か らCICIAMSの 世界的交流のために「JCNAホ
ームページの英語版」を求められてお り、検討中です。

*次日本部役員会は 10月 1日 名古屋で全国大会の準備にあた ります。

笙■旦二型塾聾 zジア地区大会より 2005年 11月 27日 ～30日 香港 アハ∵ィーン市にて開催

CICIAMS国 際会長 アン・フェル リンデ女史の大会での講演「CICIAMSに おいて看護師・助産師

の今 日的意義について考える」を翻訳して冊子にし、各会員分を全国総会にて各支部代表にお渡しいた

しました。各自よくお読みいただき、またお互いの分かち合いなどにご活用いただけたらと思います。

ナースとして、またカ トリックナースの使命について、世界的視野から、また信仰と博識にもとづき、

示唆に満ちたメッセージが込められています。以下にその中から一部を抜粋いたします。

IV 3.カ トリックナースの価値観

カ トリックナースは何が特別なのか?

ソチャー ド・カッシング枢機卿 (米国)の ことばを引用しましょう。
「カ トリックナースは信仰によります。その信仰とは頭で理解 した信条にすぎないのではなく、肉と1■ に

よる被造物の中に生きているものです。キリス ト教信仰の素晴らしいところは、キリス トの教えの中で明

らかにされるだけでなく、キリス トご自身の中から、その生きられた道の中から、明らかに見えてくるも

のなのです。キリス トは神のことばを説いただけではなく、彼ご自身が肉となられたみことばであられた

のです。」カ トリックナースが人々を看護する時はいつでも、私たちは真に病人をキリス トヘと導く特別な

役割を持っているのです。カ トリックナースは患者にイエス・キリス トを示すように準備されていなけれ

ばなりません。なぜなら、.ナースはすべて病人のための模範 となる役割だからです。

ナースは次のように祈 ります.

「イエスよ、病人が私を見るとき、彼 らがあなたに気づきますように。」

毎秒、毎時、昼も夜も、病室でも病棟でも、カ トリックナースとしての祈りとなるでしょう。ナースの手

は救い主の手となり、神さまの指となるのです。カ トリックナースは、信仰の恵みと、主の病める人々へ

のケアの使命を通して祝福された者となるのですc
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